
山中雪人「仔牛を担う青年　ギリシャ」
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呉市下蒲刈町【下蒲刈島】

呉市蒲刈町【上蒲刈島】

▼

安芸川尻駅仁方駅 竹原駅広駅

● 近隣の文化施設のご案内

蘭島閣美術館34周年×安芸灘大橋25周年コラボ企画

● 交通のご案内
広島市内から車で約 1 時間
呉市内から国道 185 号線を竹原方面へ。安芸灘大橋（有料）を渡った最
初の島が下蒲刈島です。下蒲刈市民センター前の無料駐車場をご利用く
ださい。駐車場から美術館まで 260m。

呉市内から電車・バス利用の場合
JR 呉線で広駅または仁方駅で下車し、駅前最寄りのバス停留所から瀬
戸内産交㈱のバス「営農センター・沖友天満宮方面」行きに乗車。下蒲
刈町内「三之瀬」停留所で下車。停留所から美術館まで 300m。

指定施設にて 1,000 円以上ご利用の方に安芸灘大橋の帰りの通行券を進呈。
詳しくは　呉市観光案内所　TEL  0823-23-7845 まで。

９/1０（水）～１１/２４（月・振休）所蔵品展Ⅲ
◇朝鮮通信使資料館『朝鮮通信使―江戸へのみちのり―』
◇陶磁器館『伊万里の煌めき』

松　濤　園
9/３（水）～ 1２/１（月）所蔵品展Ⅲ
蘭島閣美術館別館

『寺内萬治郎小品集』

● 次回展覧会のお知らせ

 「穏やかな時を描く洋画家たち」

11/１９ （水） ～１/１９ （月）

【配布日】1０月２５日（土）、２６日（日）
【場　所】蘭島閣美術館
【参加費】無料（ただし入館料が必要です）
【対　象】安芸灘大橋を現金でご利用いただいた方
　　　　（受付でレシートをご提示ください）
【配布数】各日先着 25 名

イベント

三之瀬御本陣芸術文化館
開催中～１１/3（月・祝）所蔵品展Ⅲ  『SEA―ようこそ、海へ。』

川合玉堂「松山遠嶺」大正 6-7（1917-18）年頃

小林古径「牡丹」昭和 26-27（1951-52）年頃

当館は「安芸灘大橋」周辺の風景を描いた作品を多数所蔵しています。
このたび蘭島閣美術館 34 周年の節目を迎える 10 月 26 日に、広島
県道路公社の協力を得て当館にゆかりのある安芸灘大橋の限定ペー
パークラフトを配布することにしました。貴重なこの機会にぜひご
来館ください！
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安芸灘大橋のペーパークラフトをもらいに行こう！

あきなだーんとめねこさん


